
情報通信とグラブイツク意思決定
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1. はじめに

意思決定に当って判断の基礎を与えるもの，

それが情報であることはL 、まさら申すまでもな

い.ところが情報というとすぐに数値情報のよ

うなはっきりした情報だけに限定して考えがち

である.しかし比較したり，決定をしたりする

とき，もっと漠然とした情報が重要となる場合

が多い.

情報を数値情報とあいまいな形の情報の 2 つ

に分けると，たとえば，売上高，在庫量などは

前者であり，好み，感触などは後者である.特

に意思決定では，後者の感覚的な情報が重要な

役割を果すことが多い.もちろん工夫いかんに

よって，この種の情報も数値化できることが多

い.たとえば感覚的なものを数量化する技術と

して，多次元尺度構成法， AHP ，ファジィ集

合など多くの方法がある.以下では情報通信シ

ステム分野での問題を対象に，非数値的情報を

おりまぜて適切な判断と意思決定に役立つ例を

グラフィック・アプロ一千によって示すことと

する

2. =ューメディアの動向
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図 1 ニューメディアの位置づけ(代 喜一:“ニューメディアの

機能予測と分類" Engineers , No.477 , '85, 12月号， p.24, 

日科技連による)

の発展ととも今日急速に新しい意思伝達の手段が出現し

ている.これがニューメディアである.たとえば電話か

ら発展したテレビ会議，放送から発展したCATVなど

これまでの通信は，オールドメディアと呼ばれる手段 である.ニューメディアの現状を把揮し，将来どういう

によってきた.その代表的なものが電話である.個人対 メディアの出現が考えられるか模索するうえで，次のよ

個人の手っとり早い通信手段として古くから親しまれて うな図が役立つものである[ 1 ].図 1 はつの軸をパ

きたものである.これと対照的なものにラジオとテレビ ーソナルかマスか，もう 1 つの軸をわかりやすいか，わ

がある.これらはマスを対象とする放送系のメディアで かりにく L 、かといった感覚的な尺度でオールドメディア

ある.通信技術，コンピュータ技術，データベース技術 とニューメディアを分類したものである.こうして図示
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してみると実に多種多様なメディアがすでに出現してい

ることがわかる.たとえば，図の右下側にビデオテヴク

スとあるが， これは国際的な呼称であって， わが国で
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はこの代表的なものとしてキャプテンシステムがある.

これは電話線にテレピ受像機やパソコンを接続したもの

で，キャプテンセンタを付属のキーパットで呼出して，

天気予報，ニューへ株価情報，不動産情報，ショッピ

ング情報，催し物情報など必要な情報を随時取り出すこ

とのできるシステムである.これとよく似たシステムに

テレテキスト(文字多重放送)がある.これはテレビの

走査線の空間を利用して送られてくる天気予報，ニュー

ス，株価情報などをテレピに取り付けたアダプターによ

って取り出す放送系のニューメディアである.

今日，多様化の時代を迎えて，この種のニューメディ

アが世の中から強く求められるようになっている.今後

設備が一層安くなり，中味の濃い情報が増えてくると，

爆発的に利用が伸びると考えられている.

さて，図 1 をじっと眺めると，今後L 、かなるニューメ

ディアが出現しそうか判断の材料を提供してくれる.た

とえば，図のちょうど真中あたりに空白の部分がある.

いまここを急速に埋めつつあるものにパソコン通信があ

る.パソコン通信は，パーソナルな通信としての智子メ

ール，マスメディアとしての電子掲示板，さらに多数対

多数を結びつけるものとして情報検索が利用されてい

る.今後パソコンの設置台数が増えるにつれて大きな発

展が期待される分野と考えられる.

以上のように，分類と L、う手段は簡単な方法ではある

が，今後の動向を考えるうえで役立つものであり，戦略

的思考を助長する働きがあると考えられる.

3. ディジタルサービス総合網 ISDN

の動向

ディジタル技術の飛躍的発展によって，これからの通

信は次第にアナログからディジタルに切り替わっていく

と考えられている.ディジタルはコンピュータとの親和

性が高く，情報の圧縮伝送，多重伝送，情報の蓄積・変

換など容易で経済的，かつ効率的で‘ある.わが国のこれま

での通信ネットワークをみると，電話網，加入電信網，

DDX網，ファクシミリ網， ビデオテックス網など別々

のネットワークで構成されてきた.将来は，これらすべ

てのサーピスがディジタル化され，ディジタル網に総合

化されると考えられている.もちろん現実問題として，

ネットワークの統合は，段階的に進むであろう.たとえ

ばはじめは電話系とデータ通信系，ついでそれらに画像

系が加わるというように長い年月をかけて統合がはから

れると考えられる.
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図 2 NTT市内交換機のライフサイクル

世界的には，このようなサービス総合化をめざすディ

ジタル網を I SDN (サーピス総合ディジタル網)と呼

んでいる.先進各国は， I SDNが高度情報化の推進に

欠かせない重要な社会基盤であると位置づけ，競って試

験や実験にとりくんでいる.一方， 1 SDNの国際標準

化についてはCC I TT(国際電信電話諮問委員会)が中

心となって鋭意進められている.

理想的な ISDNは伝送速度 10 ピット/秒から 100M ビ

ット/秒を越える幅広い速度領域をカバーし， 通信の形

態も 1 対 1 ばかりでなく， 1 対N(放送形 )， N対N(検索

形)など任意の形態が経済的に提供できる必要がある.

当初は 1 ;本の加入者線路で 64K ピット/秒 2 回線と 16K

ピット/秒 1 回線が多重方式で利用できることになって

いる.次第に高速領域まで通信が可能となろう.将来は，

各家庭まで光ファイパが引き込まれ，情報コンセントへ

各種の端末を差し込むことによって豊富な通信サービス

の得られる時代が近づいている.ところでこのような I

SDNの実現の見通しはいつだろうか知りたいところで

ある .1 つの見通しを立てる手段として，既存の基幹ネッ

トワークのディジタル化を考えてみたい.広範に設置さ

れた既存アナログ設備をすっかり新しいディジタル設備

に取り替えるのに何十兆円と L、う設備投資と相当な工事

期聞がかかることが考えられる.いま，基幹ネットワー

クの交換機の動向を調べてみると図 2 のようになる [2J.

この図から明らかなことは，昭和40年代のはじめに，

古くからのステップパイステップ交換機に変わって標準

グロスパ交換機が導入され，これが，わが国の電話の自

動化に大きく貢献した.この本格的取替の時期が昭和65

年から72年墳にかけてやってくる.これが同時に本格的

ディジタル化の時期と考えられる.このようにライフサ

イクルと成長曲線の考え方から l つの判断が可能とな

る. もう 1 つの見方として， I SDNの国際標準化の進

展を考えても過去の標準化の歴史(たとえば ISOのプ
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図 3 グロッシュの法則 図 4 最近の傾向

ロトコルモデルの動きなど)に照らしでもやはり， 10年

以上かかるとみるのが妥当であろう.

4. コンビュータの機種選定をめぐって

コンピュータの歴史を振り返ると，昭和40年代までは

汎用大型機の時代であった.もっぱら規模の経済性が追

求された.当時グロッシュの法則 (Grosch's Law) と

いう経験法則が，この分野で支配的であった.この法則

は図示すると図 3 のようになる. コンピュータは大きく

なればなるほど追加コストを必要とするが，それをはる

かに上廻る性能上の効果が得られるというものであり，

これがコンピュータの大型化に拍車をかけ，集中処理方

式を正当化した. ところが昭和50年代に入ると集中処理

方式から分散処理方式へと大きな変換がみられた.これ

はマイクロエレクトロユクスの驚異的発展によってもた

らされた.すなわちマイクロプロセッサを内蔵した端末，

インテリジェント端末の出現によって， ローカルで処理

すれば良いものはローカルで，中央でなければ処理でき

ない大型計算や大型データベース処理はセンタでという

分散処理の時代がはじまった.パソコンもまたインテリ

ジェント端末に仲間入りした.この分散化推進の背後に

は，長く続いた大量生産，大量消費の時代に続く 2 度に

わたるきびしい石油危機があり，これを契機に社会が脱

画一化へ向けて大きく転換したことを見逃すことはでき

ない.分散処理時代を迎えてグロツ‘ンュの法則の支配す

る時代は終ったといわれている.たしかに今日のコンピ

ュータについて性能とコストをプロットし曲線を当ては

めてみると図 4 のようになるといわれる.だから「最近

のパソコンやワークステーションはスピードにおいて記

憶容量において背の大型機をはるかに上廻っている.も

はや大型コンピュ -!l は不要だJ とか「うちのセンター

マシンは大きすぎて使い勝手がわるい，もっと小さいも

のを数多く入れたらどうだj などと L 、う話がどの会社で

も頻繁に出ていることと思う.これに対して 1 つの見識

を与える面白い図がある [3 ].この図は，横軸が性能で
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図 E 各種コンピュータのコストと機能

これは 1 秒間に処理できる命令の数を百万単位 (MI P 

S 値)で表わしている.縦軸はコストを性能で割ったも

ので平均コストを示すといえる.図 3 ，図 4 と図 5 は表

現が多少異なっているが，本質的には同じものと考えて

よい.図 5 は米国で入手できるコンピュータ(この中に

は日本からのOEM製品も多数含まれている)をプロッ

トしたものである. コンピュータ全体を i つのグループ

として曲線を当てはめてみると，たしかにMI P S 値が

大きくなると平均コストが増大してしまうようにみえ

る.つまり一見グロッシュの法則は成立していない.し

かしここでグループ分けの考え方をとってみよう.

すなわち，メーンフレーム， ミニコンビュータ，マイ

クロプロセッサ等とすると，それぞれのグループに関し

ては性能が向上するほど割安となり，グロッシュの法則

がL、ぜん成立していることがわかる.それぞれのコンビ

ュータグループは，それぞれ独自の設計の目標をもって

いる.たとえばメーンフレームはスピードは必ずしも早

くはない.しかし，

・大規模ネットワークの中枢機能 ・大規模データベ

ースを中心とした処理機能 ・多種多様な業務を同時に

処理する機能 ・統合OAシステムの中核機能，

などの重要な役割jをもっている.また高い信頼性，高い

機密保護，高い資源管理と運用管理能力が保証されてい

る.スーパーコンピュータは科学技術集計などの特殊な

演算方法に着目して超高速演算を経済的に実行すること

をねらったものであり，果てしないスピード競争が繰り

広げられている.ミエコンビュータは分散処理の中核機

として，また研究用として，あるいは通信制御用として

小型・高性能機をねらって発展してきた.使用OS，使

用言語も多彩で汎用から専用まで幅広い需要に応えてい

オペレ一、ンョンズ・リサーチ© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



る.ワークステーションは小型，低価格で，高速性，高

操作性を売りものに専門家の専用機をねらっている.当

初はエンジニアリングワークステーションと呼ばれ，

CAD用がもっぱらであったが，次第にソフトウェア開

発，簡易出版分野に広がり，一般のビジネスの分野にも

拡大している.

パーソナルコンピョータは個人の領域で‘の効率的利用

を目的として，各種計算，データベース機能，ワープロ

機能など広範に利用されている.スピードも結構早く，

記憶容量もかなりあり，使い勝手が良い.

以上述べたようにコンピュータをすべてひっくるめて

議論することは意味をもたない.コンピュータの選定に

当っては，まず利用目的を考え，適切なグ、ループを選定

し，その中でコストパフォー 7 ンスの良いものを選ぶべ

きである.しかも将来のアップワードコンパチブルを考

えて上位機種の優れたファミリーを選ぶべきといえる.

5. 情報システム開発の組織体制

\\、提重差~I
\説得力| 小

受入態勢鯵\\\J

無 i 導入無理
有 i 方法 (2)

大

方法(1)

問題なし

図 S アプローチのマトリックス図

点配置を行なう.

・ QAに必要な体需IJの導入のための諸準備を進め

る.

方法(2) この場合，受入態勢はすでにあるので，

・ まず提案者自身がQAの必要性を心から認識する

必要がある.

・ 提案に当って聞き手の言葉で説明ができなければ

ならない.

・ QA活動の具体的メリットが示されなければなら

fεL 、.

・ 外部の専門家を利用するのも l つの手である.

'こで述べた方法は，社内の一般の組織提案でも当て
大規模システム開発で、は，一般に納期や所要経費に多

くの関心が向けられるが，実はそのシステムの品質にむ

しろ大きな問題がひそんでいる.できの悪いシステムは

後々まで問題を内蔵し，不要な出費につながるものであ

る.そこで大規模システム開発では，トラブルの未然防止

のためのスタッフ機構として，通常プロジェクトの責任

者をサポートする品質保証(Qua!ity Assurance-QA) 

グループの配置が行なわれる [4 ].このグループの役割l

ば，システムの品質管理，変更管理，経費管理，標準・

手順管理などを担当する.しかしこのような機構をいざ

導入しようとすると，理解をうるのにー苦労するもので

ある.また導入に当って企業の受入態勢の整ったところ

と，整っていないところではアプローチの仕方はおのず

から異なったものとなろう.この場合，問題を図 6 のよ

うに整理するとわかりやすい[5 ].このマトリックス図

の一方は受入態勢，もう一方は提案者の説得力の自信の

強さをとってある.この場合，受入態勢が不備で，しか

も提案者に説得力がなければ，実現はまず無理であろう.

受入態勢があって，大いに説得の自信があれば，間違い

なく成功するだろう.そこで問題は残る 2 つのケースに

ついて考えれば良いことになる.

方法(1)この場合は，受入態勢の確立が先決である

このため，

• QAが可能なシステム要員を育成する.

• QAを理解できる管理者を増やす.

・ 社内プロジェクトに優先順位をつけて，要員の重

1988 年 4 月号

はまるものである.

6. むすび

以上，情報通信システム関連の問題を対象にグラフィ

ックアプローチについて述べた.ここでとりあげたやり

方はいずれも方法こそ簡単だが，それなりに適切な判断

を与えるものであることを理解いただけたことと思う.
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